










示
し
て
意
見
を
闘
わ
せ
、
そ

れ
に
市
民
や
行
政
が
加
わ
り

安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
判
断

し
て
い
く
「
公
論
形
成
の
場
」

を
つ
く
る
こ
と
が
急
務
だ
。

地
域
レ
ベ
ル
、
国
レ
ベ
ル
で

市
民
の
力
を
結
集
し
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
で
社
会
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
意
識
を
強
く

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
挙
、
メ
デ
ィ
ア
、
裁
判
、

教
育
等
多
様
な
場
で
声
を
上

げ
、
平
和
と
市
民
の
生
活
を

守
る
活
動
と
連
携
し
、
公
論

形
成
し
て
い
く
こ
と
が
最
も

大
事
だ
。

　

現
在
、
日
本
で
稼
働
し
て

い
る
原
発
は
ゼ
ロ
。
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
心
を
持

つ
様
々
な
立
場
の
人
の
行
動

が
抑
止
力
と
な
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
脱
原
発
に
向
け
て
、

も
っ
と
も
っ
と
声
を
大
き
く

し
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

よ
る
と
、
市
民
の
60
％
（
女

性
70
％
、
男
性
50
％
）
が
脱

原
発
を
望
ん
で
い
る
と
さ
れ

て
い
る
。
今
の
政
権
は
世
論

と
乖
離
し
、
再
稼
働
を
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、
原

発
に
対
し
て
ま
す
ま
す
手
厚

い
援
助
を
行
お
う
と
し
て
い

る
。
原
発
の
再
稼
働
を
阻
止

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
、
専
門
家
が
情
報
を
開

破
損
を
防
ぐ
手
段
が
な
い
と

い
う
、
放
射
線
の
外
部
放
出

を
確
実
に
防
げ
る
保
証
も
な

い
こ
と
だ
。
過
酷
事
故
が
起

き
た
場
合
の
被
害
も
防
ぎ
よ

う
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
地

域
住
民
の
十
分
な
「
防
災
計

画
」
が
不
可
欠
だ
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
新
規
制
基
準
の
中

で
「
防
災
計
画
」
を
審
査
す

る
仕
組
み
す
ら
な
い
。　

原
発
ゼ
ロ
社
会
へ
の
道

２
０
１
４
年
５
月
大
飯
原
発

差
止
め
判
決
の
画
期
的
意
義

　

生
存
権
を
脅
か
す
「
具
体

的
危
険
性
が
万
が
一
に
も
あ

る
か
ど
う
か
」
に
焦
点
を
当

て
、
人
格
権
に
基
づ
い
て
大

飯
原
発
の
運
転
差
止
め
が
当

然
だ
と
い
う
画
期
的
判
決
が

福
井
地
裁
で
言
い
渡
さ
れ

た
。
判
決
は
「
基
準
地
震
動

を
超
え
る
地
震
は
起
こ
り
う

る
。
安
全
性
に
お
い
て
は
原

発
を
他
の
技
術
と
同
じ
と
考

え
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

内
容
。
国
は
、
耐
震
性
Ｓ
ク

ラ
ス
（
安
全
強
度
が
高
い
構

造
）
は
安
全
上
重
要
な
設
備

の
み
と
限
定
し
、
発
電
所
全

体
を
Ｓ
ク
ラ
ス
に
す
る
こ
と

は
困
難
で
コ
ス
ト
も
か
か
る

と
言
う
。
そ
れ
で
も
す
べ
き

だ
と
い
う
の
が
こ
の
判
決
の

意
味
だ
と
捉
え
て
い
る
。
ま

さ
に
原
発
を
つ
く
る
立
場
か

ら
で
は
な
く
、
被
害
を
受
け

る
市
民
の
立
場
か
ら
の
発
想

だ
。
現
在
係
争
中
の
原
発
再

稼
働
を
め
ぐ
る
他
の
訴
訟

や
、
準
備
中
の
訴
訟
に
と
っ

て
も
重
要
な
前
例
と
な
っ

た
。　

公
論
形
成
の
重
要
性

　

い
く
つ
か
の
世
論
調
査
に

は
、「
原
子
炉
は
十
分
に
公

衆
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
」

と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
万
一

の
大
き
な
事
故
で
も
、
原
発

の
敷
地
境
界
に
お
け
る
１
年

間
の
被
ば
く
線
量
が
２
５
０

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な

い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

福
島
の
原
発
事
故
で
は
、
最

大
１
１
９
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
に
達
し
、
立
地
指
針
を
は

る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
立

地
指
針
が
成
り
立
た
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
立
地
評
価
自
体

を
や
め
る
し
か
な
い
と
判

断
。
こ
れ
は
、
住
民
の
安
全

よ
り
も
、
原
発
の
存
続
を
優

先
し
た
判
断
だ
。

※
福
島
原
発
の
事
故
後
の
２
０
１
３
年

７
月
、
新
規
制
基
準
が
制
定
さ
れ
た

過
酷
事
故
対
策
の
不
備

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
後
、
世
界
的
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
過
酷
事
故
対
策

を
、
日
本
も
よ
う
や
く
法
的

に
新
規
制
基
準
に
組
み
入
れ

た
に
す
ぎ
な
い
。

　

さ
ら
に
「
設
計
基
準
」
に

つ
い
て
は
、
同
じ
機
能
を
持

つ
二
系
統
（
例
え
ば
二
つ
の

非
常
用
交
流
発
電
機
）
の
安

全
設
備
が
同
時
に
故
障
す
る

確
率
は
低
い
と
の
判
断
か
ら

見
直
し
も
さ
れ
て
い
な
い
。

欧
州
新
設
炉
で
は
、
コ
ア
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
溶

融
し
た
炉
心
を
貯
留
す
る
設

備
の
設
置
、
格
納
容
器
を
二

重
に
す
る
等
、
厳
し
い
基
準

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本

の
基
準
は
、
そ
れ
に
は
ほ
ど

遠
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

新
規
制
基
準
の
適
合
性
審

査
で
分
か
っ
た
問
題
点
は
、

全
交
流
電
源
と
配
管
破
断
が

重
な
っ
た
事
故
で
は
、
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
と
原
子
炉
容
器
の

原
発
再
稼
働
は
論
外

老
朽
化
し
た
原
発
は

危
険
す
ぎ
る

　

日
本
に
は
現
在
、
廃
炉
が

決
ま
っ
て
い
る
浜
岡
、
福
島

原
発
６
基
を
除
く
50
基
の
原

発
が
存
在
す
る
。
40
年
を
超

え
た
原
発
も
多
く
あ
る
。
老

朽
化
し
た
原
発
の
問
題
の
一

つ
が
、
原
子
炉
の
圧
力
容
器

鋼
材
の
破
損
の
懸
念
だ
。
鋼

は
力
が
加
わ
る
と
変
形
す
る

が
、
０
℃
以
下
の
低
温
で
は

変
形
す
る
こ
と
な
く
割
れ
て

し
ま
う
。
こ
の
脆
化
の
境
界

を
示
す
温
度
を
「
脆
性
遷
移

温
度
」
と
言
う
。
原
子
炉
で

放
射
線
を
浴
び
続
け
る
と
、

こ
れ
を
引
き
上
げ
て
し
ま
う
。

　

玄
海
原
発
１
号
機
は
40
年

近
く
放
射
線
を
浴
び
、
炉
内

監
視
試
験
片
の
脆
性
遷
移
温

度
は
98
℃
。
ひ
び
割
れ
が
生

じ
る
危
険
な
状
態
で
あ
り
、

最
近
や
っ
と
廃
炉
が
検
討
さ

れ
始
め
た
。
一
方
、
40
年
を

超
え
た
高
浜
原
発
１
号
機

は
、
そ
れ
以
上
に
危
険
な
状

態
に
あ
り
な
が
ら
、
廃
炉
で

は
な
く
延
長
稼
働
へ
進
も
う

と
し
て
い
る
。　

新
規
制
基
準
は
欠
陥
だ
ら
け

立
地
指
針
は
お
き
ざ
り

　

従
来
あ
っ
た
立
地
指
針
に

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
よ
り
、
原
発
は

「
い
の
ち
・
自
然
・
く
ら
し
」
を
脅
か
し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
け

を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
共
存
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
脱

原
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、
各
地
に

市
民
発
電
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
４
年
。
事
故
後
の
処
理
が
進
ま
な
い
中
、

国
は
原
発
を
再
稼
働
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
て
、
２
０
１
４
年
度
脱
原
発
学
習
会
で
は
、
井
野
博
満
さ
ん
か
ら
、

原
発
再
稼
働
の
危
険
性
や
原
発
を
取
り
巻
く
状
況
、
脱
原
発
に
向
け
て

何
が
必
要
な
の
か
等
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

「３.１１に思うこと」
No.79

　東日本大震災による原発事故は、放射能の大量放出を
ともなう事故であり、人間の手では制御できない計り知
れないほどの大きな被害をもたらす結果となりました。
１９８６年に起きたチェルノブイリ原発事故によって生
じた汚染地帯には、今もなお数十万人の住民が故郷に戻
ることができていません。現在日本で考えられているい
かなる安全対策も、原発の本質的危険性を封じ込めるこ
とができず一時しのぎに過ぎません。
　原発事故から４年近く経過した今も、福島で暮らす方
や福島から避難されている方の生活は置き去りにされて
いるのが実状です。テレビ、新聞でもあまり報道されな
くなったために、世間では原発事故が風化しつつありま
す。そのような社会状況の中で、国は九州電力川内原発
などの再稼働に進もうとしています。
　同じ過ちを繰り返さないためにも原発事故を風化させ
ず、原発はいらないと訴え、安心して暮らせる社会をめ
ざし一緒に行動していきましょう。

グリーンコープ共同体組織委員会

私たちの   発電
所

神在太陽光発電所売電量

2014年4月からの累計は1,036,680kWh
2015年1月 68,800kWh 定格出力1,057kW（280世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量

２０１４年４月からの累計は42,203ｋWh

2015年1月 2,630kWh 定格出力47kW（13世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量

２０１４年５月からの累計は38,489ｋWh
2015年1月 3,199kWh 定格出力47kW（13世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量

２０１４年9月からの累計は21,104ｋWh
2015年1月 3,339kWh 定格出力54kW（15世帯相当）

7,615人  825,370,000円 （2015年1月31日現在）
グリーンコープ・グリーン電力出資金

自然エネルギーによる市民発電所をさらにひろげていくために
グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

一般社団法人グリーン・市民電力から

２０１４年度 脱原発学習会「原発再稼働の危険性と原発ゼロ社会への道」
２０１５年１月26日　福岡市
主　催：共同体組織委員会
参加者：123人一人ひとりが今できることを

　　考えていきましょう

講師：井野 博満さん
東京大学名誉教授、高知工科大学客員教
授。専門は金属材料学、原発に関しては、
圧力容器鋼材の照射脆化が専門。原子力
市民委員会委員
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い

り

お
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ど

ぜ
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せ
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せ
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い

※

ぜい
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